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▲ 360 度カメラを試行的に使い、決算特別委員会の様子を
　Youtube で配信しました。

◀ youtube はこちらからご覧いただけます。

　令和６年９月定例会において、決算特別委
員会（総務・文教福祉・都市経済）が開かれ、
令和５年度決算の審査が行われました。
　こちらでは、決算特別委員会での質疑内容
を抜粋して掲載しています。

議
員　

建
築
確
認
件
数
は
令
和
５
年
度
、

昨
年
比
53
件
減
少
で
す
。「
若
者
・
子
育

て
世
代
住
宅
取
得
支
援
事
業
」
も
、
昨
年

度
よ
り
減
額
と
な
っ
た
が
交
付
件
数
比
較
、

若
者
世
代
の
転
入
・
転
出
状
況
は
。

ま
ち
の
魅
力
創
造
課
長　

令
和
５
年
度
の

交
付
実
績
は
１
５
９
件
で
、
前
年
度
比
較

29
件
減
少
。
20
歳
か
ら
24
歳
の
若
者
世
代

は
、
１
７
５
人
の
転
出
超
過
。
25
歳
か
ら

29
歳
が
43
人
の
転
出
超
過
、
合
計
２
１
８

人
の
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
取
得
支
援
事
業
の
減
少 

金
剛
寺　

博　

議
員

保
育
課
長　

公
立
八
原
保
育
所
の
保
育
士

の
配
置
状
況
は
、
職
員
は
期
限
付
き
職
員

１
名
を
含
め
11
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
会
計
年
度
職
員
の
保
育
士
12
名
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
計
画
中
の
「
第

３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
保
育
需
要
の
見
込
み
と
現
場
の
意
見
を

参
考
に
今
後
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
人
事

行
政
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

保
育
士
は
会
計
年
度
職
員
を
減
ら

し
、
職
員
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
す
。

会
計
年
度
保
育
士
の
解
消
を

伊
藤　

悦
子　

議
員

令和５年度令和５年度

決　算決　算

▲円グラフは「決算の状況」をもとに作成しています

◀「決算の状況」の詳細については、こちらからご覧ください

歳入決算 歳出決算（性質別）

人件費人件費
42.7 億円42.7 億円
14.4 ％14.4 ％

扶助費扶助費
81.8 億円81.8 億円
27.6 ％27.6 ％

公債費公債費
23.4 億円23.4 億円

7.9 ％7.9 ％

物件費物件費
42.3 億円42.3 億円
14.3 ％14.3 ％

補助費等補助費等
42.5 億円42.5 億円
14.3 ％14.3 ％

操出金操出金
23.8 億円23.8 億円

8.0 ％8.0 ％

市税市税
103.3 億円103.3 億円

33.3 ％33.3 ％

積立金等積立金等
2.7 億円2.7 億円
0.9 ％0.9 ％

維持補修費維持補修費
2.2 億円2.2 億円
0.8 ％0.8 ％

義務的経費
147.8 億円

49.9 ％

その他
113.5 億円

38.3 ％

地方譲与税等地方譲与税等
25.3 億円25.3 億円

8.2 ％8.2 ％
地方交付税地方交付税
45.1 億円45.1 億円
14.5 ％14.5 ％

国庫支出金国庫支出金
60.0 億円60.0 億円
19.3 ％19.3 ％

使用料及び手数料使用料及び手数料
3.3 億円3.3 億円
1.1 ％1.1 ％

県支出金県支出金
20.8 億円20.8 億円

6.7 ％6.7 ％

分担金及び負担金分担金及び負担金
1.5 億円1.5 億円
0.5 ％0.5 ％

市債市債
21.9 億円21.9 億円

7.0 ％7.0 ％

諸収入諸収入
3.6 億円3.6 億円
1.2 ％1.2 ％

令和 5 年度 決算

寄附金寄附金
2.5 億円2.5 億円
0.8 ％0.8 ％

繰入金繰入金
3.1 億円3.1 億円
1.0 ％1.0 ％ 繰越金繰越金

19.7 億円19.7 億円
6.4 ％6.4 ％

投資的経費
35.1 億円
11.8％

形式収支　　　　　　　　　　14.1 億円
翌年度に繰り越すべき財源　　  1.3 億円
実質収支　　　　　　　　　　12.8 億円
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議
員　

オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き
作
成
事

業
は
、
市
制
70
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
好

評
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
新
住
民
は
、
全

国
か
ら
市
に
転
居
さ
れ
て
お
り
、
年
賀
状

で
龍
ケ
崎
市
を
全
国
に
宣
伝
し
て
く
だ
さ

る
の
で
、
ぜ
ひ
再
度
の
実
施
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

秘
書
広
聴
課
長　

は
が
き
５
万
枚
は
、
発

売
後
13
日
間
で
完
売
し
、
想
定
以
上
の
反

響
で
あ
り
ま
し
た
。
70
周
年
に
限
ら
ず
何

か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
実
施
で
き
な
い
か
、

今
後
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き

藤
木　

妙
子　

議
員

議
員　

若
い
世
代
の
定
住
促
進
で
10
万
円

を
交
付
す
る
事
業
で
す
が
、
目
標
が
１
５

０
件
に
対
し
て
実
績
が
48
件
で
は
、
事
業

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

ま
ち
の
魅
力
創
造
課
長　

目
標
に
対
し

32
％
と
い
う
結
果
で
、
補
助
事
業
の
認
知

度
の
向
上
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
内

５
万
円
分
は
龍
ケ
崎
市
内
で
消
費
し
て

頂
け
る
も
の
で
、
利
用
頻
度
の
高
い
ス
ー

パ
ー
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
更
な
る
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

住
宅
取
得
補
助
金

札
野　

章
俊　

議
員

議
員　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
内
容
と
こ
れ

か
ら
の
取
組
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
長　

企
業
が
寄
付
を
通
じ
て
地
方

公
共
団
体
が
行
う
地
方
創
生
の
取
組
を
応
援
し

た
場
合
、
法
人
関
係
住
民
税
が
最
大
９
割
税
額

控
除
さ
れ
ま
す
。
寄
付
額
は
10
万
円
か
ら
で
、

返
礼
品
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
令
和
６
年
度
に
関

し
ま
し
て
は
寄
付
が
合
計
額
４
２
０
万
円
入
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
今
後
は
地
方
の
首
長
に
よ

る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
併
せ
ま
し
て
、
国
の
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
プ
レ

ゼ
ン
を
行
っ
て
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

大
野　

み
ど
り　

議
員

議
員　

令
和
５
年
度
は
目
標
２
０
０
人
に

対
し
２
５
６
人
が
参
加
、
満
足
度
は
90
％
。

今
年
度
の
実
施
は
。

デ
ジ
タ
ル
都
市
推
進
課
長　

今
年
度
も
11

月
、
12
月
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
内
容
は
初
心
者
向
け
の
基
本
講

座
、
多
少
レ
ベ
ル
が
上
が
る
応
用
講
座
の

２
つ
で
進
め
て
い
ま
す
。

議
員　

防
災
無
線
の
内
容
も
ス
マ
ホ
の
ア

プ
リ
な
ど
で
確
認
で
き
る
こ
と
を
教
え
て

い
た
だ
く
と
、
高
齢
者
の
方
も
安
心
で
き

ま
す
。
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

久
米
原　

孝
子　

議
員

議
員　

子
ど
も
食
堂
や
無
料
塾
を
利
用
さ
れ
て

い
る
人
数
は
何
人
で
し
ょ
う
か
？

こ
ど
も
家
庭
課
長　

学
習
支
援
が
24
名
、
子
ど

も
食
堂
が
33
名
で
す
。

議
員　

子
ど
も
食
堂
の
開
催
日
数
と
無
料
塾
の

開
催
日
数
に
つ
い
て
は
？

こ
ど
も
家
庭
課
長　

学
習
支
援
も
子
ど
も
食
堂

も
月
に
８
回
で
す
。
学
校
休
業
期
間
は
週
に
５

日
、
月
〜
金
に
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
は
？

こ
ど
も
家
庭
課
長　

学
習
支
援
が
９
名
、
子
ど

も
食
堂
が
責
任
者
プ
ラ
ス
２
名
で
す
。

支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
事
業

山
宮　

留
美
子　

議
員

議
員　

現
在
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
加
入
者 

７
２
１
名
の
構
成
比
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
魅
力
創
造
課
長　

県
内
が
49
・

９
％
、県
外
が
50
・
１
％
で
す
。
県
外
で
は
、

千
葉
県
が
19
・
４
％
、
東
京
都
が
11
・
５
％
、

埼
玉
県
が
５
・
１
％
で
す
。千
葉
県
内
で
は
、

柏
市
が
34
・
７
％
で
す
。

議
員　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
会
員
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
等
を

行
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し
て
も
ら
え
ば
、
安

価
で
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
の
で
、
こ

の
事
業
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
く
だ
さ
い
。

龍
ケ
崎
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

石
嶋　

照
幸　

議
員

議
員　

体
験
先
の
事
業
所
は
ど
の
よ
う
に

選
定
し
て
い
る
か
。
事
業
所
に
福
祉
施
設

を
含
め
ら
れ
な
い
か
。

ま
ち
の
魅
力
創
造
課
長　

こ
の
事
業
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
の
随
意
契
約
で
委
託
し
て
い
ま

す
が
、
体
験
先
は
市
が
選
定
し
て
い
ま
す
。

福
祉
の
事
業
所
な
ど
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

※　
「
た
つ
の
こ
ワ
ク
ワ
ク
ワ
ー
ク
」
と
は
、
警
察
官

や
消
防
士
、
鉄
道
の
車
掌
と
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
憧

れ
の
仕
事
を
龍
ケ
崎
市
内
で
職
業
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

た
つ
の
こ
ワ
ク
ワ
ク
ワ
ー
ク

山
村　

尚　

議
員

議
員　

一
乗
車
当
た
り
の
運
行
経
費
の
内

訳
を
教
え
て
ほ
し
い
。

都
市
計
画
課
長　

経
費
が
２
７
５
０
円
か

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
運
賃
が

５
１
４
円
、
市
補
償
額
が
１
３
６
７
円
、

事
業
者
負
担
額
が
２
７
５
円
、
国
庫
補
助

金
が
５
９
４
円
で
す
。

議
員　

現
在
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
文
字

通
り
の
乗
り
合
い
が
少
な
く
、
利
用
者
が

増
え
る
ほ
ど
市
補
償
額
が
膨
ら
み
ま
す
。

Ａ
Ｉ
交
通
も
始
ま
り
ま
す
の
で
、
最
適
な

交
通
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
経
費
は

加
藤　

勉　

議
員
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議
員　

利
用
料
金
に
関
す
る
市
民
の
声
が
多

い
。
市
民
割
引
の
検
討
を
要
望
す
る
。
無
料
部

分
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
特
徴
は
？

都
市
整
備
部
次
長　

親
水
施
設
、
既
存
の
遊
具

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
来
年
３
月
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
後
は
、
自
転
車
に
乗
れ
た
り
子
ど
も

が
遊
べ
る
広
場
、
五
感
で
自
然
を
満
喫
で
き
る

園
内
一
周
の
散
歩
コ
ー
ス
な
ど
が
無
料
で
利
用

で
き
る
。

議
員　

公
共
性
を
し
っ
か
り
意
識
し
、
無
料
で

み
ん
な
が
楽
し
め
る
部
分
に
つ
い
て
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
べ
き
。

森
林
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

岡
部　

賢
士　

議
員

議
員　

こ
れ
か
ら
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す

る
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
以
外
に
、
フ
リ
ー

テ
ン
ト
サ
イ
ト
に
つ
い
て
検
討
は
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
整
備
部
次
長　

事
業
者
と
共
に
検
討

し
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
を
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
随
時
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

せ
っ
か
く
大
き
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
す
か
ら
、
季
節
限
定
型
で
は
な
く
ソ
ロ

キ
ャ
ン
パ
ー
も
利
用
で
き
る
よ
う
改
め
て

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

森
林
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

後
藤　

光
秀　

議
員

議
員　

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
ど
こ
に

委
託
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る
の
か
。

防
災
安
全
課
長　
（
株
）
ハ
レ
ッ
ク
ス
に
委
託

し
、
出
水
期
の
時
期
を
狙
い
、
24
時
間
体
制
の

監
視
、
状
況
悪
化
時
に
、
龍
ケ
崎
限
定
の
詳
し

い
気
象
情
報
、想
定
さ
れ
る
情
報
提
供
に
よ
り
、

そ
の
後
災
害
対
応
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

議
員　

災
害
が
起
き
そ
う
な
と
き
に
お
願
い
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

防
災
安
全
課
長　

台
風
情
報
や
災
害
が
起
き
そ

う
な
と
き
は
、
事
前
に
龍
ケ
崎
の
情
報
を
お
伺

い
し
て
い
ま
す
。

気
象
防
災
対
策
に
つ
い
て

椎
塚　

俊
裕　

議
員

議
員　

城
南
中
跡
地
利
用
の
経
緯
経
過
と

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
如
何
に
。

管
財
課
長　

昨
年
度
の
条
件
で
の
公
募
は

実
ら
ず
、
改
め
て
価
格
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
見
直
し
と
現
地
見
学
会
の
数
を
増
や
し

ま
し
た
。
今
現
在
、
事
業
者
か
ら
申
請
が

あ
り
、
企
画
提
案
や
ど
の
よ
う
な
金
額
で

活
用
す
る
か
の
事
業
提
案
書
を
受
け
て
10

月
中
旬
に
は
事
業
者
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
し
て
、
最
終
的
に
事
業
者
を
決
め
て

い
く
状
況
で
あ
り
ま
す
。

城
南
中
学
校
跡
地
利
用

大
竹　

昇　

議
員

議
員　

令
和
５
年
度
の
社
会
保
障
財
源
化

分
の
地
方
消
費
税
交
付
金
10
億
円
余
の
う

ち
、
高
齢
者
福
祉
に
充
て
た
の
は
、
３
百

万
円
弱
。
情
け
な
い
程
少
な
い
の
で
は
。

ど
う
思
わ
れ
る
か
。

福
祉
部
次
長　

高
齢
者
事
業
の
大
部
分
は

介
護
保
険
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

議
員　

現
行
介
護
保
険
は
制
度
疲
労
し
て

お
り
、
財
源
等
を
含
め
制
度
の
見
直
し
が

必
至
で
す
。
一
般
財
源
で
も
高
齢
者
福
祉

へ
の
配
慮
を
す
べ
き
‼

少
な
過
ぎ
る
高
齢
者
福
祉
費

杉
野　

五
郎　

議
員

議
員　

牛
久
沼
管
理
基
金
は
、
ご
み
拾
い

や
草
刈
り
な
ど
に
使
う
た
め
に
積
み
立
て

て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
旧
水
神
屋
跡
地

の
分
筆
費
用
へ
の
使
用
は
適
切
だ
っ
た
か
。 

ま
ち
の
魅
力
創
造
課
長　

牛
久
沼
管
理
基

金
条
例
の
第
１
条（
設
置
の
目
的
）と
し
て
、

「
牛
久
沼
の
環
境
保
全
及
び
水
質
浄
化
の
促

進
そ
の
他
牛
久
沼
の
適
正
な
管
理
に
資
す

る
た
め
、
龍
ケ
崎
市
牛
久
沼
管
理
基
金
を

設
置
す
る
。」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ご
質

問
の
件
に
つ
い
て
は
、
牛
久
沼
の
適
正
な

管
理
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

牛
久
沼
管
理
基
金
の
使
途

鴻
巣　

義
則　

議
員

議
員　

直
接
的
な
水
質
浄
化
の
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

生
活
環
境
課
長　

牛
久
沼
流
域
水
質
浄
化

対
策
協
議
会
で
は
、
漁
業
組
合
と
連
携
し

て
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

議
員　

水
質
浄
化
は
清
掃
活
動
、
啓
蒙
活

動
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
長
年
や
っ

て
い
る
が
、
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
Ｃ

Ｏ
Ｄ
が
去
年
あ
た
り
か
ら
は
８
・
３
に
な

り
、
相
当
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
水
質

が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
何
ら
対
策
を

し
な
い
と
い
う
の
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

牛
久
沼
の
水
質
浄
化

大
野　

誠
一
郎　

議
員

▼　

決
算
議
案
の
審
査
結
果

　

令
和
５
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

各
決
算
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
委
員
会
所

管
、
文
教
福
祉
委
員
会
所
管
、
都
市
経
済

委
員
会
所
管
に
分
け
て
、
執
行
部
か
ら
説

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は

賛
成
多
数
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
障
が
い

児
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事

業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
及
び

決
算
の
５
議
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議

な
く
認
定
し
ま
し
た
。


